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平成３０年度第２回 福島県子ども・子育て会議 議事録 

 

開催日時：平成３１年２月７日（木） １３：３０～１４：５０ 

開催場所：福島市中町ビル ２階大会議室 

出 席 者：福島県子ども・子育て会議委員（１８名） 

    県出席者 事務局（１９名） 

 

１．開会（１３:３０） 

 

２．定足数確認 

事務局より、委員数２２名に対して、１８名の出席があり、定足数（過半数）

に達したことを報告した。 

 

３．議長選出 

  福島県子ども・子育て会議条例第８条第２項の規定により、西内みなみ会

長が議長となった。 

 

４．議事録署名人選出 

  議事録署名人について、議長の指名により、渡辺康弘委員、伊藤順朗委員

が選任された。 

 

５．議事  

①ふくしま新生子ども夢プランについて 

事務局（こども・青少年政策課 髙木課長）から【資料１－１】～【資料１

－３】により説明があった。 

その後、各委員等の発言は以下のとおり。 

 

【議長】 

 ありがとうございました。今のご説明に対しまして、何かご意見・ご質問が

ありましたら、事務局がマイクをお持ちしますので、どうぞよろしくお願いい

たします。 

 

【福島県学童クラブ連絡協議会 山田和江委員】 

  資料１－１の３番の待機児童の解消促進について、保育士の処遇改善に取

り組むと記載がありますが、放課後児童クラブに関しては施設整備を進める

旨の記載のみとなっており、放課後児童支援員等への処遇改善が薄い印象を

持ちましたので、そのことについてはどうお考えでしょうか。 
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【議長】 

 ありがとうございます。それでは担当部局よろしくお願いします。 

 

【子育て支援課 細川課長】 

この資料上には記載しておりませんが、放課後児童クラブの整備促進に加え

て放課後児童クラブに携わる放課後児童支援員の養成についても県として引

き続きしっかりと続けていきたいと思っております。 

特に今支援員の確保については、山田会長の県学童クラブ連絡協議会にも大

変お世話になり、県内各地で養成講座や資質向上研修を開催しておりますので、

これらをしっかりと続けながら放課後児童クラブに対しても対応してまいり

たいと考えております。 

 

【議長】 

ありがとうございます。待機児童問題は保育所に限るのではなく、やがてそ

の子たちが就学していきます。色々な親から課題として突きつけられておりま

すので、今の事務局からの説明に対してもう少し聞きたいことがあればせっか

くの機会ですのでどうぞ。 

 

【福島県学童クラブ連絡協議会 山田和江委員】 

  現場の人間としましても、事務局から説明のあった内容は重々分かっては

いるのですが、分かっている人だけが分かっているのではなく、みんなに知

ってもらい、みんなでそのことについて考えてもらうという意味では資料の

中に文章としてあった方が良かったなという印象があります。 

おそらくこれを見た限りでは特に放課後児童支援員の処遇改善を考えます

と、福島県において、いわき市と福島市は民設民営ということで処遇改善をい

ただいておりますが、他地区の状況などを伺いますと処遇改善とは何、という

ところから始まり、それは支援員が自分のことなのだからアンテナを張ってい

かないとダメだという話ですとか、厚労省のホームページとか色々なところで

そういう情報はあるのだから、自分達も自ら勉強していかないといけないです

よ、という話はしているところです。 

しかし、やはりまだ地区によってかなり格差があるという印象を持ちますの

で、処遇改善が図られ、給与体系がきちんとされれば、職員が確保できると思

っております。 

事務局が言うことは重々分かっているのですが、この資料の文章に入れてい

ただけたらという願いがあります。 

 

【議長】 

ありがとうございます。貴重な御意見賜りました。事務局からなにか追加が

ありましたらどうぞ。 



3 

 

 

【子育て支援課 細川課長】 

  委員からのご指摘本当にありがとうございます。 

市町村事業でありつつも、やはり市町村によってかなり温度差があるという

実態も私どもで承知をしております。 

やはり市町村において必要な放課後児童クラブを提供するということが重

要でありますことから、引き続き私の方も市町村と意見を交わしながら処遇改

善の問題も含めてしっかり対応していきたいと思います。 

この資料はこういう柱立てのもとで作成しており、余白が足りない部分もあ

りまして言葉足らずになっている点は大変申し訳なく思っております。 

しかし、私どもの方でしっかりやっていきたいということはお約束したいと

思いますのでご了承いただければと思います。 

 

【議長】 

ありがとうございます。山田委員の思いが伝わったかと思います。それでは

次に伊藤委員どうぞ。 

 

【福島県私立幼稚園・認定こども園ＰＴＡ連合会 伊藤順朗委員】 

  今の山田委員の意見に合わせて、私学幼稚園のほうも重く受け止めて考え

ていただけたらありがたいなという風に思います。また、先程の概要の説明

の中で、保護者として一番気になるところは、この戦略をもとに施策が実行

されると子どもたちは一体どのような大人に成長していくのかということで

あります。その目標が明確にならないと色々な施策というのが当てはまって

いかないし、後手後手になりがちなのではと思います。いま保育士が足りな

いということもあって、様々な人の関わるところでは人材が不足していると

いう現実があると思いますが、昨年の暮れに保育所で子どもが亡くなるとい

う痛ましい事故があったかと思います。先生方の質の向上ということで、先

生方がいても質が向上していかない限りは好ましい環境になりにくいという

ことも考えられますので、そういったところも１つお考えの中に入れていた

だきまして、実際に子どもがどのような成長をしていくのかというところま

で目標を持っていけるとより良い施策になっていくのではないかと思いまし

た。 

 

【議長】 

  ありがとうございます。今の伊藤委員のご指摘は充分認識のうえ施策が構

築されているかと思いますけれども、もし何か具体的に事務局の方から御回

答があればよろしくお願いします。 
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【私学・法人課 荒川課長】 

  私立幼稚園の関係の御意見でございましたので、コメントをさせていただ

きます。私立幼稚園の教員の処遇あるいは資質の向上につきましては、まず

は私立ということで公立と違って幼稚園の私立としての自主性や主体性とい

うのは尊重していかなくてはいけないというのが行政側の立場としての基本

としてございます。その中で、各幼稚園が自らの教職員の処遇についてどの

ように改善していくか、人材確保のために、あるいは教員の質の確保のため

にも処遇改善をし、また研修を施したいというような取組に対して行政とし

ては助成をするという対応をしているところでございます。なお、処遇改善

は昨年度２９年度からの取組なので、まだ充分に浸透していないかもしれま

せんが、先日県の教育センターで各幼稚園への新採用研修の運営をどうして

いくかという話し合いがありましたが、その中で公立も私立も人材の確保に

苦しんでいるということで、処遇改善をしていくことあるいはそれぞれの幼

稚園の魅力を学生たちにアピールしていくことが非常に大事だという御意見

もありましたのでご披露させていただきます。 

 

【議長】 

  ありがとうございます。他の委員の方で何か御意見ありますでしょうか。 

 

【福島県小学校長会 重巣吉美委員】 

  場違いな質問になるかもしれませんが、今御説明いただいた中で子どもを

守るというのも施策のキーワードになっているということでしたが、私は今

学校教育の現場におりますが、子どもたちのメディア依存、ＳＮＳへの依存

というのが非常に大きな問題になっております。実際にもう依存症ではない

かというお子さんもいらっしゃいまして、どこに受診すればいいですか、誰

に相談すればいいですか、どこに行けば治療のベースに乗りますか、という

ことを聞かれることが多く、現場としては非常に課題であり、どうしたらい

いのか分からないというような状況になっているということも耳にします。

県全体としてはこの件についてどのように考えていらっしゃるのかなという

のもあるのですが、施策としては、資料の中の心身の健康を守るプロジェク

トの心の医療センター整備事業というところも大いに関係すると思うのです

が、子どもたち、若者の育成についてメディア依存の部分で県はどのように

考えていくのかというところでお話し合いをされていればお聞かせください。 

 

【こども・青少年政策課 高木課長】 

今委員からお話のありましたいわゆる情報やＩＣＴ関係ということについ

てですが、昨年度全県下の高校生を対象とし、教育委員会と連携してＩＣＴツ

ールの取り扱いについての取組を行っております。そうした中で、Twitterな

どのＳＮＳを起因として犯罪に巻き込まれたり、今委員がおっしゃった依存症
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の部分もあるかと思うのですが、どちらかというと県としましては青少年健全

育成というような視点から、ＩＣＴツールとの付き合い方ということで事件に

巻き込まれないようにするためにはスマホなどの扱い方をどのように考える

かということを生徒さんや児童さんにそれぞれに考えてもらうような施策を

実施したところです。 

また、継続的な青少年の有害環境対策推進連絡会議というのが県にございま

して、その中でも大手のドコモやＫＤＤＩといった事業者と連携いたしまして、

それぞれの事業者に各学校からご依頼があった際に出前講座というものを開

いてもらったり、青少年健全育成の街頭啓発活動を実施しており、このほか各

市町村・各市町村教育委員会にもそういう取組をしていただいております。ま

た、ご存知かと思いますが、昨年の９月議会で県の青少年健全育成条例を改正

しております。この条例の中には先程申し上げたようなＳＮＳを起因とする犯

罪に巻き込まれないようにする、いわゆる自画撮り防止といったようなものに

つきまして、教育委員会、警察本部、各市町村、各関係団体に条例の改正に関

して周知を図ってございます。年度末に小学生、中学生、高校生の１人１人に

そういう犯罪に巻き込まれないための考え方、後はインターネットのフィルタ

リングといったものについても条例で改正しており、事業者からの説明責任、

保護者がフィルタリングをつけない場合の届出といったことをチラシ等を作

成して配布して周知してまいります。なお、教育委員会としてもＳＮＳで相談

を直接受け付けたりということもしておりますが、ただ依存という部分になっ

てくると、保護者や周囲の方のお子さんに対する助言というのが大切になって

くると思いますので、引き続き県としては青少年健全育成条例の中で保護者を

はじめとして、スマホなどの付き合い方などの周知を図ってまいりたいと考え

ております。 

 

【議長】 

  ありがとうございます。他の部署でも何か御回答ありますでしょうか。 

 

【高校教育課 遠藤主幹】 

  昨年度スマホサミットという、生徒自身がスマホとの付き合い方を自ら考

えることが重要だということで、県と警察が連携のうえ事業を実施しました。

今のスマホの使い方の問題、インターネットによる犯罪に巻き込まれる問題、

といった点で各高校において情報モラル講演会を実施し、さらに、クラス討

論会を行いました。また、各学校の代表生徒が集まり話し合いをし、最終的

にはスマホサミットという形で一堂に会し、ふくしま高校生スマホ宣言とい

うものを採択しました。その成果を高校生だけでなく、県内小中学生にも発

信しようということで、スマホとの付き合い方や犯罪に巻き込まれないため

の方法を記載したポスターやリーフレットを配布し、教材として使ってくだ

さいということをお願いしております。これらの教材を活用し、今後も自分
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たちで考えることも大切にしてほしいと考えております。 

 

【義務教育課 板橋主幹】 

  ＳＮＳの依存症に関して、それを治す機関というのは国において関東圏に

１件あるのですが、順番待ちというような状況のようです。幼稚園などの小

さい頃からスマホなどを扱える状況にあると依存症になってしまうというこ

とで、先日国からそれに向けた取組に対しての保護者向けのパンフレットが

出ております。そちらを各学校に配布させていただいておりますのでご確認

いただきたいと思います。 

 

【社会教育課 渋川主幹】 

  家庭教育支援の部分におきまして、親子の学び応援講座というものを各地

区で行っております。ＰＴＡの方とも連携をとりまして、その地域の課題を

親子で学ぶということでそれぞれ各地区３講座、７地区合計で２０講座程度

を今年度実施しておりますが、その中にやはりＳＮＳの取り扱いやネットマ

ナーといった緊急性のあるテーマも講座の中で取り入れて、対応方法や親御

さん・お子さん双方の捉え方といったことを学ぶ機会を提供しております。 

 

【福島県民生児童委員協議会 古関久美子委員】 

  資料１－１の柱のⅡ、地域の支援体制強化の２の④ですが、「児童虐待から

子どもを守るため、地域の支援機能の向上と連携の強化に取り組みます。」と

あり、これはよく耳にする言葉ではありますが、この具体性が分かりづらく、

支援機能の向上とはどういうことを指しているのか、連携の強化というのは

具体的にはどういう連携を指しているのかを教えてください。 

 

【児童家庭課 菅野課長】 

  今ほどお話のありました地域の支援機能の向上についてですが、児童虐待

の部分で子どもたちを守るためには１番身近なところでの相談機能の充実と

いったところも大切なものになってくると思いますので、市町村の中に常設

で相談が受けられるような機能を増やしていくというような取組です。連携

の強化の部分につきましては、市町村だけでなく、その他に児童の施設等も

ありますので、そういったところとも一緒に取り組み、またこれまでと同様

ではありますが、学校、警察、児童相談所とも連携を図りながら、きちんと

情報共有をし、子どもたちの相談をきちんと受けてリスクを分析評価して、

それに応じた対応をしていくということで、それぞれ各種事業を実施してい

るところであります。 

 

【福島県民生児童委員協議会 古関久美子委員】 

  ありがとうございました。例えば保育園などに入ればたくさんの大人の目
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があると思うのですが、家の中で母親と赤ちゃんだけという個室、いわば密

閉された中ですと、児童虐待の早期発見というのは１番初めは近隣の住民が

声を聞いたかとか、様子を見たとか、そういう場合が非常に多いので、地域

共生社会と言われるように住民の意識の向上といったところも育ててあげて

いただけたら防げるものは防げるのかなという思いがいたします。 

それから、話は全く変わりますが、最近若いお母さん方の夜の講座というも

のがありまして、１８時以降お子さんを連れていき、例えばお母さんたちのた

めの美容に関する講座ですと、保育園に入る前の幼児たちは講座中にどうして

いるかというと、お母さんが子どもに自分のスマホを預けてゲームをさせてい

るわけです。ですから、ゲーム依存というのは思っているよりも物凄く多く、

身近に溢れていて、その原因は家庭にあり、親子でのゲーム依存というのがか

なりあると思います。先程ＳＮＳなどに関して事務局から取組についてご説明

いただきましたが、テコ入れといいますか、もっとぐっさりと中に入っていか

ないと、家庭内で出来上がってしまったゲーム依存、これは防ぐことはできな

いし、これからますます問題は大きくなってくるかと思いますので、思い切っ

た改革をお願いできないかなと思います。 

 

【議長】 

  ありがとうございます。私ごとで大変恐縮なのですが、県の社会教育の仕

事で１０年前の教材の中でも既にスマホやメディア依存の問題が取り上げら

れていまして、宮城の小沢先生が、メディア絶ちをしたときにどれだけの健

康を取り戻せるかといった講座を家庭教育推進の方でやっていただいたので、

そのときからこの問題について取り組んではいるのですが、どんどん事態は

悪化する一方というのが現実かなと思います。今後ともさらに色んな部署で

徹底的に取り組んでいただきたいと期待しております。先程三部署から緻密

な取組をご紹介いただきましたので、県が総力を挙げて取り組んでくださっ

ているなというのは実感しております。貴重なご意見ありがとうございまし

た。 

 

【福島県中学校長会 渡辺康弘委員】 

  先程重巣委員の方から現場で子どもたちのネット依存が深刻な問題となっ

ているとあり各課から回答がありましたが、小学生から高校生が自ら律する

という健全育成の視点では分かりました。ただ、今の子どもたちのネット依

存は親による影響が強く０歳児からきており、先程古関委員からもありまし

たが、スマホを子どもに預けっぱなしにして、その影響で子どもたちが画面

から目を離さなくなり、そういった子どもたちが小学校や中学校に入ってく

ると二次的な障害が発生します。子どもを守るという視点のプロジェクトで

あればこのリーフレットの中に子育ての途中や出産した親に０歳児からネッ

トなどの映像を早いうちから見せることの危険性について、一文入れていた
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だいて啓発する必要があるのではないのかなと感じております。 

さらにもう１つの話として、さきほど虐待の話が出ましたが、私も具体性が

ないと思い、リーフレットの中にはどういう体制の強化をするのか、どんな連

携をするのかの記載がないと思いました。われわれ現場では相談しても最終的

には家庭にまだ負う能力があるので家庭に返しますよというケースも耳にし

ますし、裏返せばこのリーフレットの１番下のところにありますが、児童養護

施設等を巣立つ子どもの大学進学率について２５％以上を目指しますとある

のですが、ここではなくて児童養護施設等にやはり入所が必要な子どもたち、

家庭ではなく社会が育てないといけない子どもたちがたくさん溢れている状

況ですから、児童養護施設の受け入れに関してもう少し幅広く日本一の子育て

を目指す福島県であっていただければという思いを強くしています。 

 

【児童家庭課 菅野課長】 

  目標についてはたしかに児童養護施設等を巣立つ子どもの大学等進学率に

ついて、２５％以上を目指しますとありますが、支援が必要な子どもにつき

ましては、国も含めて県も新たな計画を策定しているところであります。お

子さん１人１人の状況に合わせて、できるだけ家庭的な状況で育てていくと

いうことで、里親さんを増やして家庭の中で育てていくということを目指し、

ただその中でもいろいろと処遇に困難を抱える場合には引き続き施設で医療

的ケアも含めて育てていくということもありますので、それぞれの支援の在

り様に応じてきちんとフォローしていきたいと思っております。ここに掲げ

てある目標は、子どもによる責任ではなく、そういった環境の中でも自らの

希望する選択肢でこれからの自立の道を切り開いていきたいというものを県

としてもなんとか応援したいというところで、どうしても一般的な率と比べ

ると低い率に見えますが、希望を持って進んでいきたいという方に対してそ

ういった事業で応援していきたいという趣旨での記載でございました。もち

ろん全体として支援が必要な子どもたちにはそれぞれの環境に応じて出来る

だけ家庭的な環境の中で育んでいくというところできちんと対応してまいり

たいと思います。 

 

【議長】 

  ありがとうございます。現場から大変貴重なご指摘をいただきました。で

は、小野委員どうぞ。 

 

【公募委員 小野有希子委員】 

  法律事務所で事務員をしながら、中学２年生の特別支援学級に在籍する長

男と小学校５年生の長女を育てております。２点ほど質問と意見を述べさせ

ていただきます。うちの子は障がいがあります。この夢プランの中に一言も

障がい児のことに関して内容がありません。もちろん考えてくださっている
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とは思っておりますが、みなさんが目に触れるこういうパンフレット等に障

がい児や困難な１人親の家庭とか支援が必要な子どもというところに入って

くるのかなと思いますが、障がい児を生んで育てていく中で困難がたくさん

あるのですが、そういったことに対しての支援というのもどうお考えなのか

ということがここでは見えてこないのでお聞かせ願えればと思います。 

 

【児童家庭課 菅野課長】 

  たしかにこの資料の記載の中には文言自体は出てきてはいませんが、妊

娠・出産・子育てを、個々に分けずに全体の一連の流れの中で支援をしてい

くといった考えで、それぞれに地域の中で圏域のコーディネーターさんや施

設の方々との連携した形でのサポート体制などもとっており、そういった事

業もありますので、そこを切り取った単語という形では整理をしていなかっ

たというところでございます。 

 

【公募委員 小野有希子委員】 

  そうだなとは分かりますが、実際に障がい児を育てていくうえでの学校で

の対応や、私事になって大変恐縮ですが中学２年生の息子は中学１年生の終

業式の前の日にイジメを受けてそれから学校に通えなくなりました。学校も

よく対応してくださっていますし、今回はそういったことは私自身全然問題

にしてはいないのですが、ただこの全体の中で障がい者の地位というか社会

的弱者の地位というのをもっと県のみなさんが積極的に取り上げて、広報し

たり発信したりして障がい者への理解を深めていくということがあると、う

ちの子の障がいも周りの子が小さい頃から理解すると思いますし、大人にな

ってもこういう障がいは抑えることがないんだ、とか周りの目が違ってくる

と思います。私がよく考えたときに、こういう理解というのは教育というと

ころで頼むしかないのかなと思っています。隠すことではなく、オープンに

して、障がいはどういうものなのかというものをもっと教育の中で取り組ん

でいただいて、理解が深まるとイジメもなくなると思うし、こういうことを

やってこういうことをしたからこうなんだなということを先生も周りも小さ

いうちからそれを理解させて大人にさせていくことが必要と感じています。

話はズレますが、法律事務所で事務員をしておりますと刑事事件や少年事件

に出会うことがございます。発達障がいや自閉症スペクトラムのような方た

ちが正しい理解をされないままに苦しい思いを抱えて、結局大人になって犯

罪を犯してしまう場合が多いですし、やはり発達障害の子が犯罪を犯してい

ることが実際に多いです。ですから、そういう面からも見てもらえるとあり

がたいかなと思います。そういった失敗を犯した障がい者に対する更正する

仕組や支援や施策というものを県には考えていただきたいです。 
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【特別支援教育課 西村主幹兼副課長】 

  特別支援教育課では、障がい者への理解について、県内に２３校ある特別

支援学校の中に地域支援センターというものを設置しており、その他本校  

１５校についても教育支援アドバイザーというものを配置しているところで

す。また、これは今年度からの事業になりますが、その中で就学前のお子さ

んについては、親子教室のような形で障がいを持つお子さんの保護者の方や、

障がいを持つ子どもたちのサポートもしています。さらに、幼稚園や小学校

から高等学校についても学校から要請があれば、相談に応じたり、支援に応

じたりということを行っております。それから先生方の理解について、そう

いった障がいにかかる研修なども行っているところでありますが、各学校の

中でも広く研修に取り組んでいただき、先生方一人一人のそういった理解が

深められるような形がとれるよう、我々もさらに協力していきたいと思いま

す。 

 

【議長】 

  ありがとうございました。公募してくださった小野委員のお気持ちをお伝

えすることができて本当に良かったと思います。私はこの総合戦略を見て、

子どもといえば障がいを持っていてもいなくても、また貧困があっても全て

の子どもについて夢を持って実現できるような、そういう県のあり方という

ものを勝手にインクルーシブに考えてしまっていたんですが、小野委員の切

実なひたむきなご意見を賜りましてすごく肉付けがされたなと思っておりま

す。では、次に伊藤委員どうぞ。 

 

【福島県私立幼稚園・認定こども園ＰＴＡ連合会 伊藤順朗委員】 

  先程の古関委員と渡辺委員のお話について、幼稚園の保護者のお母さん方

の話もさせていただければと思いますが、先程から事務局からの回答を聞か

せていただきますと子どもたちに対して規制をかける、これをやっちゃダメ

だよ、あれをやっちゃダメだよというような対応の話だったかと思います。

古関委員からもありましたが、小さいお子さんを持っている親御さんは子ど

もをあやすツールとしてスマートホンを使って YouTubeを見せたり、ゲーム

をやらせたりということは実際に多くございます。最近は周りの目を気にす

るお母さんがたくさんいらっしゃいます。子どもが１人であれば抱っこした

りちょっと外に出てみたりして、あやすことはできるとは思いますが、３歳

～５歳くらいのお子さんがいて、また乳飲み子がいるという場合は、特に

YouTube 等を見せるのにスマートホンを使うことが多くなっているように思

います。全てに規制をかけてそれをやるのがダメだとなるとお母さん方の逃

げ場がなくなってしまうといいますか、公共の場で子どもを静かにさせない

といけないときに、自分は手がいっぱいでスマートホンなどを使わざるを得

ないということが多いのかなと、幼稚園にいるお母さん方を見ていると思い
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ます。規制をかけるというよりは先程古関委員や渡辺委員がおしゃっていま

したが、もうちょっと大きな視点で県の方でテコ入れができるとより良いの

かなと思います。やみくもに規制をしたりダメだということではなく、方向

性をしっかり決めていただくというか、子どもが育つためにはこのようにす

るといいですよというような投げかけであったりですとか、そういったとこ

ろにベクトルを持っていけるとよろしいのかなという風に感じます。充分審

議されて苦労されて作ったものであると思いますが、色々な意見を取り入れ

ながらより良いものにしていくことが大事なのかなという風に考えます。 

 

【議長】 

  本当に伊藤委員の御指摘とおり、私も新幹線に出張で乗ったときに、隣り

の 3 列シートで両脇のパパとママがスマートホンを出して、真ん中の幼児さ

んに動画を見せている風景を目の当たりにして、いよいよ時代もここまでき

たかと、唖然としましたが、私がそれを止めたり、変ですよと申し上げるこ

とはできず、自分の力のなさを痛感したわけですけれど、逆に言うと学生た

ちとこのことについて議論するときに、「でも虐待するよりいいんじゃないで

すか。」という意見を持つ学生もいまして、公共の場や色々子育てで苦労して

いるお父様お母様にとって、一つのツールとしてのメディアがどうなのかと

いうところを、私たちが自分の問題や課題として、これからそれぞれの場で

深めていかなければならない大切なテーマだと思っています。では、市川委

員お願いいたします。 

 

【福島県医師会 市川陽子委員】 

医療の立場、特に小児科医の立場で申し上げますと、スマホに代表されるメ

ディアは子どもの心の発達に対して影響は良くありません。一昨年にＷＨＯか

らゲーム依存というような病名としても認定されており、同じ頃に新聞にも、

東北大学の研究で、神経発達や脳の発達によくない影響があるらしいと示唆さ

れたという事が発表されていますので、原則として使いすぎは良くないと思い

ます。しかし先程伊藤委員がおっしゃったように、スマホを使うことで救われ

る親御さんもいらっしゃるのも事実ですので、これから先は規制をかけること

を考えるだけではダメだと思います。実は小児科医会でもスマホ依存は危ない

よというポスターを作っているのですが、仲間内でも賛否両論あります。そこ

まで言わなくてもという意見と、いやいやそれくらい言わないとスマホであふ

れた状態をなんとかすることはできないという意見があり、私はどちらも間違

いではないと思いますが、これからは便利なツールをどういうふうに上手に使

うか、その使い方のしっかりとした方向性を定めることが必要になってくると

思います。小さなお子さんに YouTubeを見せると、特に 0歳 1歳くらいの子

たちは喜んで見ます。でもその動画をみるということと、例えば絵本を読んで

聞かせるという場合の脳の発達というのは違います。やはり上手じゃなくても、
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なまっていても、生の声で絵本を読んで聞かせ、アナログというか、そういっ

た方法の方が子どもの前頭葉の活性化は促されるので、そういうことを啓発し

ていって、規制や禁止ではなくて、こういうのも便利だけど、こういうことを

するとお子さんの心の発達はいいですよということをお話ししていただくこ

とが大事と感じています。それから最近色々と言われていますが、文科省か厚

労省のデータで、１日に４時間以上ネットやゲームをするお子さんと１日に１

時間以内のお子さんとでは、明らかに成績にきれいな負の相関があることが分

かっています。それに伴って睡眠時間にも繋がってきますし、成績が良ければ

いいということではないとは思いますが、これは考える力にも繋がってきます

ので、やはり上手な使い方というのを促していって、特に今小さなお子さんを

あやすのにスマホを使うのはいいとして、それに慣れた生活をしていくと、そ

のままその子が中学生なり高校生になって当たり前のように使ってしまうよ

うになります。家で使うのであれば、絶対保護者がいるところだけで使わせる、

パスワードが設定させても親はパスワードを知っている、勝手に閲覧できない

ようにするのではなくて、与えるけれどもお父さんお母さんも見るよと、例え

ばそのような具体的な上手な使い方というのをこれからみんなで大人が考え

ていかなければならない時代かなと思いますので是非よろしくお願いいたし

ます。 

 

【議長】 

ありがとうございます。小谷委員お願いします。 

 

【福島県助産師会 小谷寿美恵委員】 

私たちも０歳児に関わらせていただいているということでは、やはり訪問に

いったり、サロンであったりするときに、こういうスマホとかメディアのこと

をお話しさせていただくことがあるのですが、やはり先生や皆さんがおっしゃ

られている現状は私たちも感じております。お母様方たちが聞く耳を持たなく

なってしまうので、強くは言う事は基本的には無く、好ましくないのはわかっ

ていますが、使っている状況というのは私たちにも伝わってきてはいます。 

アンケートをとらせていただいて、どういうお話を聞きたいですかと聞くと、

子どもの遊ばせ方を知りたいというお母様方がいます。0歳の子をもつお母さ

ん、寝ているのが中心の時も、どうやって遊んだらいいか分からないし、それ

がどんどん発達していってもどうやって遊んだらいいか分からないというの

が現状です。今のお母さんは歌を歌ったりとか、本を読んだり、というのが身

近じゃないというのがすごく感じるアンケートの結果だと感じました。ですか

ら、サロンでお母様と接するときは、お気に入りの絵本とかあるといいですね

と話をさせていただいていました。 
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【議長】 

本当に総合戦略の安心ふくしま子育てプロジェクトの中身の方にどんどん

深く私たち委員が入っていってしまったという気がして、県の方たちには本当

申し訳ないのですが、施策の中で具体的に実現していただきたい内容について、

色々な委員から本当に詳細な意見をいただきました。最後に言い残した方はい

らっしゃいますか。それでは樋口委員を最後にしたいと思います。 

 

【ＮＰＯ法人しらかわ市民活動支援会 樋口葉子委員】 

質問です。資料１－１の柱のⅡの２の市町村等地域の子育て支援体制強化と

いうところの②の子ども家庭総合支援拠点の設置に取り組むとあるのですが、

上の子育て世代包括支援センターについては、よく理解しているのですが、こ

の子ども家庭総合支援拠点という事業は具体的にどういうもので、県内のどこ

かの市町村でやっているところがあれば教えていただきたいと思います。 

 

【児童家庭課 菅野課長】 

こちらにつきましては、市町村の中で常設的に相談を受けられる窓口を設置

できるような職員がいるかどうかというところで、実際には全国的にもまだま

だ進んでいない中で、国の方から示された新プランの中でも、２０２２年まで

には全市町村で設置できるようにというところが示されております。そういっ

た相談を常に受けられるような体制を整備していきたいという市町村に対し

て、我々の方でも研修や、アドバイザーが入るような形等そういった部分での

支援をしていければと考えております。 

 

【ＮＰＯ法人しらかわ市民活動支援会 樋口委員】 

今現在、こういう子ども家庭総合支援拠点というのは県内にないのでしょう

か。 

 

【児童家庭課 菅野課長】 

市町村の規模にもよるのですが、どういった職員が配置されていればいいか、

条件として満たせるか、という中では、一応全市町村に伺っている中では機能

として備わっているかなというところは、２つほどある状況です。 

 

【議長】 

では最後に安齋委員、お願いします。 

 

【福島県私立幼稚園・認定こども園連合会 安齋悦子委員】 

今のことも前の児童虐待の問題もありますが、政策的な問題は進めていただ

きたいのですが、予算がどこについているのか、例えば虐待から子どもを守る

取組の中で、児童相談所とか、私どもの幼稚園でも虐待への対応にあたって、
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対応できる人材が不足している、という現状がどこも同じだと思います。対策

を講じるならば、この新規の予算の中のどのへんに予算付けがしているのかな

と疑問です。今は全ての問題に絡んでくると思いますが、震災以降色々な面で

不安を抱える保護者やお子さんが増えております。障がいがあるとかないとか

に関わらず、現在は色々な問題により子育てしにくい環境であるという事実が

あるというのは御承知のとおりだと思いますが、それをサポートする受け手側

というか、専門性が足りなかったりとか、人材が不足したりとかで、これが解

消しない限り、このお子さんたちが小学校中学校に行くわけですから、その対

策のための予算付けがきっちりしていて、ここでしっかりと人材を確保してい

かないと難しいのではないかと思うわけですが、それは資料の中のどこで見た

らよろしいでしょうか。それから今の質問の中であった、子ども家庭総合支援

拠点を設置に取り組む市町村を支援しますと、本当にそうしないと間に合わな

いと思いますが、やる気があるのかないのかという問題もあるかなという風に

思います。やる気があると手をあげたらそこに予算をぴしっとつけてあげるく

らいの迫力がないと間に合わないと、幼稚園の中でそんなことを思っています。

今抱えている問題も多いものですから質問をさせていただきながら今の私の

考えをお伝えいたしました。 

 

【こども・青少年政策課 髙木課長】 

今委員の方からご質問ありました人件費とか人に対する部分は、事業の説

明の中では見えてこないのもありますが、これは各組織においてそれぞれ出

先も含めて、必要な人員配置とかそういったものを業務量に併せて、調整を

行っているところでございます。確かに個別具体的な話になってきますと、

どこが足りないとかどこが多いとかいう話については、中々私ども担当課と

してはお答えできない部分もあり、そのあたりはご勘弁いただきたいと思い

ます。なお、予算につきましては当然事業の中身についてそれぞれ精査をし

まして、例えば今日お示しをしてございます事業については県の重点プロジ

ェクトに該当している事業だけを抜き出してお示しをしているところでご

ざいますが、こども未来局といたしましては、前年度より若干ではあります

けれども、上回った事業費を確保しているということで、御理解いただきた

いなと思います。 

 

【児童家庭課 菅野課長】 

委員から人材の確保について、子ども家庭総合支援拠点などについて本気で

取り組むところには、という話がありましたので、ここにつきましては、先程

お話ししたことの繰り返しになってしまうと思うんですが、まさに設置に取り

組もうとしているところに対して、立ち上げから円滑に運営できるようにとい

った内容で、全国的にもあまりノウハウが無い分野ですので、専門の方のアド

バイスを受けるなどして、サポートしていきたいと考えております。これも含



15 

 

めて、市町村など地域の人材育成の部分については児童相談所を中心に研修な

ども実施しておりますので、総数としての確保も十分大切な中で、質の確保と

いう意味で研修などにも引き続き力を入れていきたいと考えております。 

 

【議長】 

ありがとうございます。それでは残り時間も少なくなってきましたので、総

合戦略への質問はここで打ち切らせていただきます。つづきまして、報告事項

の（２）ふくしま新生こども夢プラン次期計画策定のスケジュールについて、

説明をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

②ふくしま新生子ども夢プラン次期計画策定のスケジュールについて 

事務局（こども・青少年政策課 髙木課長）から【資料２】により説明が

あった。 

その後、各委員等の発言は以下のとおり。 

 

【議長】 

ありがとうございます。今みなさんのお手元にチャレンジふくしま、新生こ

ども夢プランが手元にあるかと思いますが、これは３１年度までとなっており

ますので、来年度に向けて次の計画をたてていくスケジュールについてのご説

明をいただきました。現行のものを見ながら、次のものを作成していくスケジ

ュールを確認していただき何か御不明な点御質問御意見等ありましたら挙手

をお願いいたします。 

 

【福島県市長会 渡辺明稔委員】 

今ほどスケジュールの方に、プランの計画についてお示しいただきましたが、

４月からの県民意識調査が実施されるということで、こちらのアンケートがど

のような内容なのか、ある程度進展がございましたら教えていただけましたら

と思います。 

 

【こども・青少年政策課 髙木課長】 

ありがとうございます。４月当初からのアンケート調査ということで、この

調査は抽出ということで行ってまいります。県内の各市町村にお願いをしまし

て、対象とする御家庭ですとか、そういったところをある程度選んでいただき、

アンケートを送付させていただき、ご協力をいただけるように、お手配すると

いうことで考えております。実際に明日結婚支援担当者会議がございます。そ

の際に調査の内容等について検討を行ってまいりますが、各市町村には今後ご

協力をいただきたいということで文書を出したいと考えております、 
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【議長】 

他の委員の方で何かあれば挙手をお願いします。大丈夫でしょうか。それで

は今日の会議の次第の方を全て終了とさせていただきます。委員の皆さんあり

がとうございました。司会にお返しいたします。 

 

【総括】 

  委員の皆様におかれましては、長時間にわたり熱心な御協議をいただきま

してありがとうございました。西内会長には円滑な議事運営にご協力いただ

き、ありがとうございます。これをもちまして平成３０年度第２回福島県子

ども・子育て会議を終了します。 

 

６．閉会 


